
 

 

 

 

令和４・５年度後期高齢者医療保険料率について 

 

 

１ 保険料率改定の報告 

   令和４・５年度の保険料率につきまして、東京都後期高齢者医療広域連合から提示があり

ましたので報告いたします。 

 

２ 令和４・５年度の保険料率改定の特徴 

（１）一人当たり平均保険料の増額３,７８９円のうち、７５.４％の２,８５６円は後期高齢者負

担率の引き上げ、２４.６％の９３３円は医療給付費の増加。 

（２）保険料の賦課限度額を現行の６４万円から６６万円へ引き上げ。 

（３）令和２・３年度の財政収支の剰余金１８７億円を、令和４・５年度保険料の減算のために

使用。 

（４）東京都後期高齢者医療広域連合が独自の保険料軽減対策を実施することにより、一人当た

り平均保険料額で５,８７７円（令和４・５年度一人当たり平均保険料額の５.６％）引き

下げ。 

（５）令和４年１０月から医療費の自己負担割合に「２割」が追加されることにより、医療給付

費が約１４７億円削減されると推計。これにより、一人当たりの平均保険料額が６００円

引き下げ。 

 

３ 保険料率の概要 

  令和２・３年度 令和４・５年度 増減 

均等割額 ４４,１００円 ４６,４００円 ２,３００円 

所得割率 ８.７２％ ９.４９％ ０.７７ポイント 

一人当たり 

平均保険料額 
１０１,０５３円 １０４,８４２円 ３,７８９円 

 

収入額別モデルケース（単身の場合） 

収入額 

（公的年金） 

保険料額 
差額 

令和３年度 令和４・５年度 

０～１５３万円※ １３，２００円 １３，９００円 ＋７００円 

２００万円 ７６，２００円 ８１，７００円 ＋５，５００円 

※東京都後期高齢者医療広域連合の被保険者の半数以上がこの区分に該当します。 

 

４ 被保険者への周知 

（１）都広域連合は６大新聞に広報紙「東京いきいき通信」を折り込み（３月１２日） 

（２）町田市は広報まちだに保険料率改定の記事を掲載（４月１日） 

（３）町田市は保険料納入通知に保険料率改定のリーフレットを封入（７月中旬） 

２０２２年３月１８日・２２日 

行 政 報 告 資 料 

いきいき生活部保険年金課 


